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攻
勢
に
つ
い
て
も
今
の
と
こ
ろ
打

つ
手
な
し
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　

経
済
は
ゆ
る
や
か
に
回
復
基
調

で
す
が
、
円
安
の
打
開
が
で
き
な

い
ま
ま
輸
入
の
鉱
物
資
源
、
食
糧

輸
入
の
負
担
が
重
く
、
物
価
高
に

大
き
く
反
映
し
国
民
の
暮
ら
し
が

ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
廃
止
や

軽
油
引
取
税
の
廃
止
が
決
定
し

ま
し
た
。
か
つ
、
年
収
の
壁
も

１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
一
定
の
減
税
が
実

現
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
国
民

民
主
党
の
果
た
し
た
役
割
は
評
価

さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
数
年
、
税
収
の

上
振
れ
が
続
い
て
お
り
、
本
来
、

国
民
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

30
年
前
の
１
９
９
５
年
を
１
０
０

と
し
た
と
き
の
２
０
２
４
年
に
お

け
る
配
当
金
、
経
常
利
益
、
設
備

投
資
、
従
業
員
給
与
の
比
率
を
見

る
と
、
配
当
金
は
１
・
０
３
７
で
約

10
倍
、
経
常
利
益
は
４
・
９
４
で
約

5
倍
、
設
備
投
資
は
１
１
２
つ
ま

り
、
１
・
１
２
倍
。
ほ
と
ん
ど
増
え

ず
給
与
に
至
っ
て
は
１
０
４
と
１
・

　

ま
さ
に
世
界
中
が
驚
き
、
困
惑

し
て
い
ま
す
。
日
本
も
米
国
の
占

領
国
家
で
は
あ
る
ま
い
し
踏
み
込

ん
だ
発
言
を
し
、
Ｅ
Ｕ
、
ア
セ
ア

ン
等
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
「
ル
ー

ル
破
り
」
の
い
い
よ
う
に
さ
せ
な

い
枠
組
み
を
構
築
す
べ
き
で
す
。

　

高
市
総
理
発
言
以
来
の
中
国
の

　

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
、
中
国
の

習
近
平
は
軍
事
大
国
と
し
て
19
世

紀
型
の
国
家
理
念
に
逆
戻
り
し
ま

し
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

攻
撃
を
見
る
よ
う
に
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
国
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
き
た

米
国
を
二
流
国
の
行
動
様
式
に
変

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

０
４
倍
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
も
言
え
ま
す
。

　

ま
さ
に
失
わ
れ
た
30
年
は
賃
金

や
設
備
投
資
が
な
さ
れ
ず
、
日
本

経
済
の
再
生
産
の
構
図
が
無
か
っ

た
の
で
す
。
利
益
は
企
業
に
内
部

留
保
さ
れ
、
配
当
金
な
ど
は
海
外

に
流
れ
ま
し
た
。

　

高
市
内
閣
は
強
い
日
本
経
済
の

構
築
の
た
め
17
分
野
の
投
資
計
画

を
補
正
予
算
、
令
和
8
年
度
予
算
で

編
成
し
ま
す
が
、
国
民
の
可
処
分
所

得
を
増
や
す
仕
組
み
を
作
ら
な
い

限
り
日
本
再
生
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

賃
上
げ
と
消
費
の
拡
大
こ
そ
が

日
本
経
済
を
強
く
す
る
方
法
で
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
最
中
、

高
市
総
理
は
解
散
総
選
挙
を
決
め

ま
し
た
。
昨
年
の
夏
か
ら
石
破
内

閣
退
陣
ま
で
自
民
党
内
だ
け
の
政

争
に
明
け
暮
れ
、
臨
時
国
会
、
補

正
予
算
も
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
解
散
で
ま
た
、
本
予
算

の
審
議
が
大
き
く
遅
れ
ま
す
。
党

利
党
略
サ
ナ
エ
だ
け
の
選
挙
と
し

か
思
え
ま
せ
ん
。
残
念
で
す
。

　

参
議
院
議
員

　
　
　
上
田
清
司

ル
ー
ル
無
視
の
大
国

　
　
　
今
こ
そ
、
自
立
自
尊
の
日
本
を
！
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上田きよしプロフィール
○�昭和23年九州福岡県生まれ。
○�法政大学法学部卒、早稲田大学大学院政治学研究科修了。
○�新自由クラブ立党に参画、同党政策委員、全国青年局長。政策科学研究所政
策委員。1980年新自由クラブより衆議院議員選挙出馬４連敗するが不屈の闘
志で５度目の1993年初当選、以後３期連続当選。衆議院議員２期目は小選挙
区選出300人中、議員立法・質疑回数１位。３期目選挙直前、小泉純一郎（当
時、総理）をして「俺は誰が相手でも勝つ自信はあるが、上田清司だけはご免
こうむる」といわしめた。「選挙の鉄人」という異名もある。また、平成15年２
月、塩ジイこと塩川大蔵大臣の「母屋でお粥をすすっていたが、離れでスキヤ
キを食べていた」という特別会計の例えは、上田清司代議士の質疑に共感して

答弁した有名なセリフである。
○�平成15年８月、民主党を離党し、無所属で知事選に出
馬、２位に約ダブルスコアで当選。

○平成19年、23年、27年と４期連続当選。
○�この間、総務省顧問、拓殖大学大学院客員教授、内閣
地域主権戦略会議委員、全国知事会東日本大震災復興
協力本部長、全国知事会会長など歴任。
○令和４年改選、現在、参議院議員２期目。
◯令和7年10月　国民民主党入党、副代表就任

配当金・経常利益・設備投資・従業員給与の推移
30 年前の1995 年を100としたときの、

2024 年における配当金・経常利益・設備投資・従業員給与の比率

企業が設備投資や
従業員給与より、
配当・利益確保を
優先している。

配当金1,037

経常利益 494

設備投資112
従業員給与104100

1995 年 2024 年25年12月4日参議院財政金融委員会上田きよしと片山さつき財務大臣の質疑はYouTube
で300万回を超えるアクセスがありました

令和 7年 11月 13日参議院国民民主党・新緑風会 浜野喜史議員提供資料
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ODA調査でインドネシア• 東ティモールへ!!

マウバラ中学校校舎（リキサ県）日本のODAで建設

日本の技術で4mの地盤沈下を
食い止めたエリアを視察

国民民主党全員集合

国
民
民
主
党
の
躍
進
が
日
本
再
生
の
原
動
力

と
な
る
と
信
じ
正
式
に
入
党
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
無
所
属
の
ま
ま
参
議
院
国
民
民
主

党
・
新
緑
風
会
に
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。

日本の援助で作られた
セントラル浄水場視察 ライ東ティモール国民

会議議長表敬

インドネシアで活躍す
るJICAや民間人の方

々

ライ東ティモール副首相との歓談 臨時国会終了後、高
市総理の国民

民主党・新緑風会役
員への挨拶

有力洋菓子メーカーコロンバンのベトナム進出予定を受け、
小澤会長をはじめ、チョン大使への表敬訪問に同行する上田参議院議員

社会の基礎に不可欠な素材、生コンクリート
人のくらしを支える、社会のしくみを支える土台の土台に、

私たちは常に向き合っています

地盤沈下対策
プロジェクト
記念塔の前にて

右
が
烏
尔
罕
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
敦
煌
市
委

員
会
党
委
書
記
、
主
席

左
が
王
海
明
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
酒
泉
市
委

員
会
党
委
書
記
、
主
席

敦煌市にて

敦煌国際文化博覧会
に

招待されて


